




要約:医源性疾患としての様相の強い慢性肺障害に対し、ことにその圧損傷の面より、その

時点での疾患肺に対して絶えず最適の換気条件にて人工換気を行ういわゆる「バランスド

IMV」の概念が提唱されている。しかし、臨床経験や動物実験からはこれらの開発検証など

に限度があり、ことに fragile な肺を持った未熟児を管理するにあたって最も切望されて

いるものの、未だ確立されていない。7 つのサブモデルからなる肺呼吸の動力学および換

気モデルを用いて、特定の条件下に胸腔内圧を変化させ、肺胞内圧のパターンを検討する

ことにより、好的条件をスーパーコンピューターにて演算、検定した。また、過伸展状態

を仮定し、吸気および呼気時の胸腔内圧の変化をみたところ、正常状態に比較し、そのパ

ターンが大きく異なりバランスド IMV 条件設定の一助となることが示唆された。 


